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SpaceWireを採用する目的

SpaceWire標準にむけた主な活動の領域

他プロジェクトでも利用可能な成果物

・衛星搭載データ通信インタフェースの共通化
・インタフェースの低コスト化(c.f. MIL-1553B)
・試験手法の標準化
・コンポーネント、試験技術の再利用性の向上

・衛星試験の短期間化による、
・衛星開発の低コスト化と、
・衛星開発の高頻度化

これらの実現にむけた
具体的な取り組み

概要　宇宙科学研究所は大阪大学、メーカー各社とともに、2003年ごろからSpaceWireインタフェースに関する多方
面の研究開発を実施するとともに、SDS-I/SWIM、BepiColombo/MMO、SPRINT-A、ASTRO-H、はやぶさ2、ERG等の各
ミッション/プロジェクトに実際に適用してきた。本ポスターでは10年間の活動をまとめ、現時点で実施されている多
岐にわたるR&Dの全体像を提示する。またSpaceWireを用いた衛星内データ通信ネットワークの設計標準化や数
Gbps級のデータ通信インタフェースの標準化を目指した「SpaceFibre」技術など、今後の方向性について紹介する。

GigabitEthernet

SpaceWire R&Dのこれまでの経緯・成果・展望
▼日本スペースワイヤユーザ会発足
　(JAXA、大学、メーカーの連携)

●国際SpaceWire標準委員会(ESA)で
　日本提案のも採用された
　「SpaceWire-D規格」

●地上試験計算機
SpaceCube1

●衛星搭載計算機
SpaceCube2 (NEC)

●衛星搭載計算機
SpaceCard (MHI)

●分散処理衛星の
　試作(6コア衛星)

●HR5000S
　プロセッサ

●SpaceWire
インタフェース
チップ(NEC)

◆海外衛星ユーザへCPUボード販売
◆SpW組み込み計算機の民生展開

●宇宙ガンマ線観測気球実験
日本初のSpaceWireによる
観測データの伝送・制御
(2004)

●地上利用向けの
　SpaceWire通信ライブラリ
　( オープンソースで公開)

●地上試験用の高速SpW I/F
　SpaceWire-to-GigabitEtherの開発
　(JAXA/東京大学/シマフジ電機)
　20以上の機関・大学に利用中。

●SDS-1でSpW/RMAP通信の軌道上実証(2009年1月)

●科学衛星データ処理系の将来展望
　(高橋他 2005年1月 宇宙科学シンポジウム)

●超広角コンプトンカメラ
　(JAXA/MHI 2012)

●試験装置の海外展開
　(シマフジ 2012-)
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SpaceWire準拠の衛星搭載機器開発、
ネットワーク型衛星アーキテクチャ研究

概念設計、開発環境整備、実証試験
地上試験用計算機開発

SpaceWireを適用した
分散処理手法の試行

 ASTRO-H、 SPRINT-A衛星でSpaceWireネットワークを
全面的に採用 (BepiColombo/MMOでも部分的に利用)

●ひまわり8、9号の基板間
　インタフェースに一部採用
　(MELCO)
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Space Wireの高速化の研究
将来の利用衛星で必須なGbps級伝送技術
【宇宙研/大坂大/高知工科大+利用本部】

【研開本部】誘導制御、高速データレコーダへの応用 /【安信部】設計標準

Space Wireシステムの高信頼化プロジェクト
分散システムとしての人工衛星をいかに高信頼化するか
【宇宙研/大阪大+利用ミッション本部+名古屋大学+MHI】

  

  

◆超小型への展開
◆海外衛星受注
◆ロケットへの適用

●ESAよりTeamWork Award受賞
　高橋、能町、山田 (2013年4月)

・SPICA等の科学衛星全般
・将来の利用衛星、地球観測衛星

はやぶさ-2、ERG衛星でも採用

宇
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All JAXA展開、国際競争力強化、事業化をめざした研究開発

●ASNAROの衛星バスに採用
　(経産省/USEF/NEC)

2015-

基礎研究

宇宙研/大阪大でのR&D

●SpaceCube Cube
　カメラネットワーク試作
　(8ノード; 2009年)

標準化にむけた 
プロトコルスタック

SpW標準に適合した
衛星搭載向け機器

標準的な試験装置

リアルタイム性保証 (名大/宇宙研、メーカー)
JAXA設計標準 (安信部、各メーカー)
　SpaceWire-D(with ESA WG)　

SpaceCube2、DR (NEC)
SpaceCard、MIOボード(MHI)
フラッシュDR(研開本部/三菱電機)

などなど

　SMU Simulator (NEC/JAXA)　
GSTOSとの連携 (ASTRO-H/C-SODA)
SpaceWire-to-GigabitEther(シマフジ)
SpWバックプレーン等(大阪大/JSS)

 ・地上での科学実験
 ・民生応用

・宇宙機プロジェクトでの利用
・Multi-Gbps級の高速化 “SpaceFibre”

GSTOS衛星管制・監視
コンポーネント単体試験の高フィデリティ化

オープンソースのRTOSとSpaceWireミドルウエア

「モジュールを差し込むだけの衛星組み上げ」の実現へ向けて

TOPPERS/HRP2 + SpaceWire通信ミドルウエア (名大/JAXA)

SpaceWire搭載SOI-SOC CPUカード(三菱重工)

SMU Simulator (NEC/ASTRO-H)

GbE等 SpW
衛星搭載装置
(供試体)

地上試験用SpaceWire
バックプレーン(シマフジ電機)

衛星搭載SpaceWire
バックプレーン試作(三菱電機)

成果物の展開・
発展的な取り組み課題

SpaceWireベースの衛星バス 基幹コンポーネント
SpaceCube2 OBC
w/ T-Kernel RTOS

Data Recorder SpaceWire Router
(28-port)

(三菱電機)

●SpaceFibre接続試験
(三菱電機/NEC/Dundee大)

大阪
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